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■背景や目的

■顕著な成果

■実用化・事業化の見通し、課題等  水素コスト内訳(PVあり、蓄電池ありケース)

 本事業を実施する背景

 事業性評価シミュレート条件・結果
 水素需要・供給ポテンシャルの推算

水素製造に使える再エネ資源拡大

システム構成

試算条件

試算結果(最適容量およびコスト)

 課題:水素基本戦略における2030年CIF価格:30円/N㎥とのギャップ

TMEJ工場における水素転換対象および需要ポテンシャル

由利本荘および秋田北洋上風力発電における余剰電力

東北電力管内における余剰電力および抑制電力

コストの内、大きな割合を占める設備維持費・電気料金の大幅な削減が必要
→研究開発による性能向上、コスト低減、長寿命化等
→安価な電力の調達方策(市場連動型の活用等)

 感度分析

価格差支援後のコストが

最小となる条件

PV 出力

[MW] 

水電解

装置容量[MW] 

蓄電池容量

[MWh] 

PV 無し－

蓄電池無し
- 110 - 

PV 無し－

蓄電池あり
- 110 90 

PV あり－

蓄電池無し
150 60 - 

PV あり－

蓄電池あり
150 60 180 

 東北CN調査の全体像

主要コスト一覧 (文献・公表情報等より)

感度の高いパラメータ
・水素の年間供給量
・水電解装置の単位消費電力

・貯蔵供給設備のCAPEX、OPEX
・PVのCAPEX
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